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令和元年度第１回袖ケ浦市立図書館協議会 

 

１ 開催日時  令和元年７月２３日（火）午後２時開会 

 

２ 開催場所  中央図書館 ２階 第一会議室 

 

３ 出席委員 

委員長 武内 喜美子 副委員長 北原 政志 

委 員 白井 由美子 委 員 鎗田 典子 

委 員 大野 俊江 委 員 津村 千鶴子 

委 員 髙橋 和子 委 員 光武 賢一郎 

委 員 吉村 真理子   

 

  （欠席委員） 山田 真衣 委員 

 

４ 出席職員 

     

教育長 御園 朋夫 
教育部参事 

（生涯学習課長) 
小阪 潤一郎 

中央図書館長 嶋田 育子 平川図書館長 小堀 正雄 

長浦おかのうえ

図書館長 
藤尾 善之 

中央図書館 

庶務班長 
今坂 公一 

中央図書館 

奉仕班長 
小倉 かおり 

中央図書館 

主査 
上村 千恵 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ３人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 議 題 

（１）図書館協議会副委員長の選出について 

（２）平成３０年度袖ケ浦市立図書館サービス状況点検・評価について 

（３）令和元年度こどもの読書週間記念行事の実施結果について 

（４）その他 

 

７ 議 事 
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議題（１）図書館協議会副委員長の選出について 

 

武内委員長： 副委員長だった小川委員が３月末で退任されたので、図書館協

議会運営規則第２条により、図書館協議会副委員長の選出を諮りたい。ご意見

がありましたらお願いします。 

 

光武委員： 事務局一任で良いと思います。 

 

武内委員長： 光武委員より事務局一任という意見がありましたが、他に意見

はありますか。 

 

（異議なしの声） 

 

武内委員長：それでは、事務局で何か案がありますか。 

 

事務局（今坂班長）： 委員長より事務局への確認がございました。それでは

前副委員長の小川委員の後任として今年度より委員に就かれた、北原委員に副

委員長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

委員： 全員拍手 

 

武内委員長：拍手で承認されたということで、それではよろしくお願いいたし

ます。 

 

事務局（今坂班長）： それでは承認されましたので、第１７期袖ケ浦市立図

書館協議会副委員長を北原委員にお願い致します。 

 

武内委員長： それでは議題を進めさせていただきます。 

 

 

議題（２）平成３０年度袖ケ浦市立図書館サービス状況点検・評価について 

 

武内委員長： まず事務局から、全体的な説明を受けましてそれから質疑応答、

評価という手順で進めたいと思います。では事務局お願いいたします。 

 

事務局（藤尾館長）より資料に基づき、内部での点検、評価結果について説明 

 

武内委員長： ありがとうございました。事務局より全体的な説明を受けまし

た。既に資料には目を通してきて頂いていると思いますので、ご意見、ご質問
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がありましたらお願いします。 

 

津村委員： １１ページの⑭のブックスタートの項目の達成率が８２．７％と

なっていることについて伺います。ブックスタートの事業では、４か月児教室

に来ている方に対して絵本の読み聞かせ、絵本の配布をしており、教室に来て

いる人に対しては１００％配布していますが、教室に来ない人に対しては配布

ができません。このことを踏まえて、評価の仕方、数値の指標としてどうでし

ょうか。 

 

事務局（藤尾館長）： 説明が不十分で、申し訳ありません。達成率は、対象

児童の総人数に対する配布数という形で算出しているため、今回の数字となり

ました。４か月児教室に来た方について１００％配布できているというのは、

今おっしゃって頂いた通りです。教室に来られない人には、中央図書館でブッ

クスタートパックを配布するという方法でフォローを行っております。配布率

だけみると年々下がっているように見えますが、市の人口増とともに対象児童

数も増えておりますので、配布した実数は平成２８年度が２４４個、平成２９

年度が４５１個、平成３１年度が４７７個と年々増えております。 

 

津村委員： 来なかった人に対して図書館で配布していることについて、保護

者の方へは伝わっているのでしょうか。４か月児教室時には保健師よりブック

スタートについての案内がされているようですが。 

 

事務局（小倉班長）： 健康推進課で郵送する４か月児教室の案内の際に、図

書館で作成したブックスタートの案内もお送りしております。 

 

事務局（小阪生涯学習課長）： 市で配布している小冊子「子育てハンドブッ

ク」にも、図書館サービスやブックスタートについての記載がされています。 

 

津村委員： 色々な場面で周知していくことは、これからも必要だと思います。 

 

武内委員長： 先進図書館の視察時にも、ブックスタートについて対象者も増

えており大変だという話を聞いています。 

 

津村委員： 袖ケ浦市でも対象者が増え、午前と午後に分けて開催しています。 

 

武内委員長： 他に意見はございますか。 

 

大野委員： 出張おはなし会について、参加者も増えており、そういった意味

では昨年度の課題をクリアできており、素晴らしい取り組みだと思いました。
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市役所へは子連れの利用者が多いと感じています。新しいマンションなども建

設され、子育て世代の転入も増えており、昨年度も行ったと聞いているが、チ

ラシのポスティングなどのＰＲについても継続していってもらいたい。新しい

取り組みについて大変すばらしいと思います。 

 

光武委員： 市民登録率について、伺いたい事があります。この項目だけが目

標に達しておらず、Ｂ評価となっています。資料では、新規登録者数の増の理

由について、市の人口の増加と説明されていますが、ここ５年位、登録者数は

毎年１，０００人から１，１００人位で大きな増減はありません。一方で、市

の人口の推移をみていくと平成２９年度から３０年度にかけて８９０名位増え

ているのですが、例えば平成２６年度から２７年度にかけては３２名しか増え

ていませんが、それでも１，０００人位の新規登録がされています。このこと

から、市の人口が増加したから登録者が増えたと言ってしまうと、図書館の努

力が見えてこない気がします。他にも要因があるから登録者が増えていて、１

０年未利用の除籍者分は毎年減っていくので登録率が増えることはないと思う

のですが。この理由や課題について見直さないと、人口が増えた分登録者が増

えて、除籍者分が減るという自然増と自然減だけになり、図書館で利用促進し

ている努力が見えてこないと思います。確かに人口は増えているので、市民の

年代の構成が変化しているなどの考察をしないと、本当の理由が見えてこない

のではないかと思います。 

  

事務局（藤尾館長）： 年間にだいたい１，０００人程度の新規登録がありま

すが、その数は少しずつですが増えてきています。年間の新規登録が増えてい

るのは図書館の取り組みと転入者などの市の人口増の両方が要因と事務局とし

ては考えています。ただ転入者等、人口の伸び程には新規登録者数が増えてい

ないことは確かであり、そのことは図書館としての課題だと考えています。子

育て世代の転入者が増えているので、広報活動や乳幼児向けのサービスを拡充

させることで登録者の増にもつながっていくのではないかと考えています。 

 

事務局（嶋田館長）： 北側地区への転入者の増で就学前児童が多いのは事実

ですが、具体的な年代別の数字について図書館の状況に合わせた数字が入手で

きていません。これは平成２９年度と平成３０年度の登録者数の比較ですが、

０～６歳が６７名増、７～１２歳（小学生）が２３名増、１３歳～１５歳（中

学生）が８６名減、１６～１８歳（高校生）が２名減、１９歳～６０歳が４３

１名減、６１歳以上が１０５名増となっており、登録者数はトータルで３２４

名減となっています。来館者をみていると、３０代～４０代でお子さんのいら

っしゃらない方の来館がかなり減っているように思われます。同じ年代でもお

子さんがいらっしゃる方は割と図書館との関わりがあって、お子さんと一緒に

来館してご自分の本も借りる、ということがあるようです。この傾向も含めて、
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モバイル端末を利用した情報発信による利用促進にも力を入れていきたいと考

えているところです。 

 

光武委員： 毎年１，５００名少なくなっていくことについて、年代別、性別、

職業別等の統計があるかと思います。そういったデータがないと、それぞれの

項目についての対応策の根拠がなくなってしまうと考えられます。それがこの

表だけではみえてこなかったので、そういった細やかな考察をしているのか伺

いたいと思いました。 

 市民登録率の目標値が６０％となっていますが、現時点で４２．５％です。

目標達成のためには１１，０００人程度の登録が必要だと思われ、毎年１，０

００人ずつ増えてもあと１０年くらいかかる想定で達成が難しいと思われます

がどうでしょうか。 

 

事務局（嶋田館長）： 確かに現時点ではハードルが高い目標値となっており

ます。第３次図書館サービス網計画の後期の最終年度が令和２年度ということ

で来年度となっていますので、第４次図書館サービス網計画策定の際に、目標

値の精査をして設定してまいります。またその際に委員の皆様の意見を頂戴で

きればと思います。令和２年度まではこのままの数値とします。 

 

大野委員： このことは今までの協議会でも話題にあがったかと思います。こ

こでの市民登録率には在勤や在学などの利用者数は含んでいないとのことです

が、在勤在学の登録者も掲出していった方が良いと思います。 

 

（複数の委員から同様の意見あり。） 

 

光武委員： 別綴じ参考資料の１２ページで他市の登録率をみると、市原市と

木更津市だけ３年間増となっています。これは何かの参考にはならないでしょ

うか。登録率増のヒントになることがあるような気がします。 

 

鎗田委員： 私も気になりました。利用登録の方法が袖ケ浦市とは違うのでし

ょうか。市原市は行政区域も広く不便な地区もあるかと思いますが、それでも

これだけの登録者を増やしているのであれば何かあるのかもしれません。登録

率の増えている自治体を参考にすることで、登録率の増につながることがあれ

ば良いと思います。 

 

事務局（藤尾館長）： この資料につきましては、登録者の集計方法が自治体

によって様々です。袖ケ浦のように定期的に未利用者を除籍していない自治体

もあると思われます。この指標は他市との比較でなく、自治体ごとの推移を参

考にしていただければと思って掲載したものです。集計方法の違いもあり登録
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率そのものはあまり参考にできませんが、登録率が増えていることについては

要因等含め、参考になることがあれば情報収集していきたいと思います。 

 

武内委員長： 他に何かありますでしょうか。 

 

吉村委員： ほとんどの項目がＡ評価であり、課題に対して非常に細やかな取

り組みをされているからこその結果だと思われます。それだけに市民登録率の

評価が目立ってしまっている気もします。別綴じ参考資料の１１ページ下に自

治体内数、自治体外数という表記がありますが、どのような違いになるのでし

ょうか。 

 

事務局（藤尾館長）： 自治体内数というのが市民だけの登録者数をあらわし

ており、自治体外数というのが市外の数も含めた登録者数をあらわしています。 

 

吉村委員： 袖ヶ浦高校の生徒さんなど市内への在学者や在勤者は利用の登録

ができるかと思いますが、そういった場合の市民でない方は数に入っていない

ということで良いでしょうか。 

 

事務局（藤尾館長）： 袖ケ浦市の集計方法では、在勤者及び在学者は含まれ

ておりません。 

 

吉村委員： 市民と同様のサービスを提供しているのにもったいないような気

がします。匝瑳市など数字が高いように見えます。 

 

事務局（藤尾館長）： 別綴じ参考資料の１１ページの個人貸出登録率の欄で

※印がついているところが、袖ケ浦市と同じ集計方法で市民のみの登録率を出

している自治体で、ついていない自治体は市外も含めた登録率をだしていると

いうことになります。 

 

吉村委員： それでは同様の集計方法の自治体同士での情報交換が良いでしょ

うか。佐倉市が同条件となるので機会がありましたら、情報交換してみてはど

うでしょうか。 

 

髙橋委員： 利用券１枚につき、１５冊まで借りられるかと思います。１枚で

１５冊借りられると家族で１枚登録すればよいということになるのかもしれま

せん。ＷＥＢでの蔵書検索など十分な周知はされているのでしょうか。利用券

へＱＲコードをつけて周知を図り、子どもの利用券から大人の利用につなげる

ことができないでしょうか。カードは１枚でも貸出率や利用率は増やすことが

できるかもしれません。利用券のデザイン、形式は以前と同じだと思いますが、
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金融機関の通帳などを参考に、子供向けの可愛いデザインのものやそれとは別

に大人向けのものがあっても良いと思います。 

 

武内委員長： 利用券作成に費用は発生しますか。 

 

事務局（嶋田館長）： 利用者側の費用は発生しません。 

 

事務局（藤尾館長）： 図書館では利用券を作成する予算が必要になります。 

 

武内委員長： 予算があるのであれば今年度は無理かもしれませんが、来年度

の変更について、検討しても良いかもしれません。 

 

事務局（嶋田館長）： 利用券にＱＲコードをつける案は今までになかった新

しい案です。今までも利用案内やチラシへＱＲコードを掲載したものを配布等

行ってきました。利用券については、管理運営規則により様式も定められてお

り、規則の改正等も必要となってきますので、今度の検討課題とさせて頂きま

す。 

 

髙橋委員： 是非前向きに検討していただければと思います。もう１点ですが、

今日大活字本を見せてもらって、見やすく借りてみたいと思いました。ただ配

架の場所がわかりにくく感じました。館によってまちまちだとは思いますが、

案内板など工夫が必要ではないかと思いました。 

 

武内委員長： 入口のケースの中に大活字本のポスターがあったかと思います

が、そこに館内での配架場所をつけてはどうですか。 

 

事務局（嶋田館長）： 今もポスターには案内図がついています。ただ館内で

探した時に奥の方の分りにくい場所にあるので、案内板などで遠くからでも見

えるような工夫をしたいと思います。 

 

津村委員： おはなし会などの働きかけ、実際に参加人数も増えており素晴ら

しいことだと思います。現在代宿に児童館があるのですが、皆さんご存じでし

ょうか。利用者が少なく、閉鎖の危機にある状況です。もともとは代宿の住民

の立ち上げた児童館のようですが、今は市の施設の位置づけだと聞いています。

とにかく本の状態がひどく、利用者を増やしたいが事務職員が１名いるだけで

事業等もありません。放課後や夏休みなどは小学生の利用もありますが、平日

の昼間の利用者が全くいません。この場所を利用して、図書館の本を利用した

おはなし会を開催してもらうのは難しいでしょうか。 
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事務局（小阪生涯学習課長）： 代宿児童館は扱いとして委託か指定管理か、

市の直営ではなかったと記憶しています。 

 

事務局（嶋田館長）： 夏休みや放課後は子どもたちの利用があるのですか。 

 

津村委員： 小学生の利用はありますが、平日の日中の利用者がいません。子

育て世代でも車を利用されない方、できない方も結構いらっしゃること、バス

での利用も本数等により限られていることから、図書館などのおはなし会に行

きたくても行けない方もいらっしゃいます。徒歩圏内にある児童館でおはなし

会などがあったら大変喜ばれると思いますので、市唯一の児童館を視野に入れ

て頂けると助かります。 

 

事務局（嶋田館長）： 平日事務職が在駐しているのであれば、お話を伺って

みたいと思います。 

 

白井委員： 学校への団体貸出について、学校司書の間で話題になることです

が、セット貸し出しの内容で、本が古かったり、季節にそぐわなかったりする

ものがあるので、セット内容の見直しをしていただきたい。見直すことで貸し

出し増につながっていくのではと思います。 

 

事務局（嶋田館長）： 以前からセットが使いにくいという声は頂いておりま

す。セット貸し出しの本は、もともと図書館の除籍資料で、それを組み合わせ

て学校へセットで貸し出しているものですので、学校側で使いやすいような形

で組み替えて頂けたらということで考えてはおりました。夏休みに行う学校司

書の研修でセット内容の変更ができないか準備、打ち合わせを進めてきました

が、時間が短く、セットの対象が膨大にあることから作業を短時間で終わらせ

ることは難しいという結論に至りました。今後は学校から必要なテーマや要望

を出して頂いて、今後どのように組み替えていけるかを考えていきたいと考え

ております。その際には助言をお願いいたします。 

 

白井委員： 対応していただければ、貸し出しの増につながると思います。 

 

北原委員： おはなし会の参加人数は大幅に増えており、全学校の全学年で開

催していただいたのではないかと思われます。学校でのおはなし会の際に素話

をして頂いたが、まるでそこに絵本があるかのように集中して聞いていました。

今の子どもたちはこういった経験がなく、動画やゲームの世界観に慣れてしま

っている子が多いため、とても新鮮だったと思いますし、子供たちも大変喜ん

でいました。心を落ち着かせて次の授業に入ることができ、大変効果的である

と感じました。また団体貸出の中でも読み物、絵本セットの貸出数も前年の４



 9 

倍近くの数をなっており、学校司書と図書館の意見交換をして取り組んでいる

結果ではないかと感じました。 

資料７ページ②におはなし会と開催し、調べ学習の支援をという記載があり

ますが、調べ学習とおはなし会では関連がないと思われるので、ここは読書に

ついての支援等訂正が必要だと思います。 

また６ページの宿題おたすけコーナーについて、学校でも一人で宿題が終わら

せられない子、また保護者の協力が得にくい子もおり、何か支援ができないか

課題としていたところです。この事業は学校と連携するとまた別の方法で提供

していけるかもしれません。他の事業で高校生とのコラボもあるようなので、

宿題おたすけコーナーにも高校生の協力があると良いかもしれません。実際に

はどのようなことをされているのでしょうか。 

 

事務局（小倉班長）： 宿題おたすけコーナーでは、宿題関連、特に工作に関

する書籍を集めて展示をしております。職員を配置しているのではありません。 

 

鎗田委員： 平川図書館での話ですが、宿題関連で質問していた親子に対して、

カウンターで詳しく丁寧な対応をしていて素晴らしいと思いました。 

 

大野委員： 先日、平川公民館で中学生に対して宿題おたすけのような事業を

ロビーやっていたようですが。 

 

事務局（小堀館長）： 図書館ではなく、平川公民館のこどもクラブで宿題を

もってきてやりましょうという事はありました。 

 

白井委員： 今年度は平岡でレファレンスデーを開催していただき、ありがと

うございました。ポスターをコピーして幽谷分校の１２名へ配布させて頂きま

した。保護者へも紹介したが反応、利用はどうだったでしょうか。 

 

事務局（藤尾館長）： 毎年総合教育センターが調べ学習相談会を、中央図書

館を会場に開催していて、その日は図書館としても利用が多くなります。１日

しか開催していないということもあり、平岡図書室から会場まで来られない子

のために今年は平岡で何かできないかという話がありまして、平岡小児童を対

象にしたレファレンスデーを初めて開催してみたところです。受付件数は３件

でした。市内では学校でも調べ学習の説明会などを行っているので、そちらへ

の参加者が多いのかもしれません。先日開催したばかりということもあり、今

度どうしていくかはこれから検討したいと思います。 

 

白井委員： 開催が１日だけだと予定が合わないという声もありました。 
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大野委員： この日は確か終業式だったと記憶しています。その日程よりも、

保護者との面談日であれば、保護者の予定もつきやすいかもしれません。 

 

事務局（藤尾館長）： ７ページ②の文言について修正した方が良いというご

意見を頂きましたが、こちらはサービス網計画の後期計画の文章をそのまま掲

載したものですので、今回修正することは致しません。次の計画の策定段階で

改善したいと思いますのでご了承ください。 

 

武内委員長：他にご意見等ございますでしょうか。 

 

吉村委員： ３０代～４０代のお子さんのいらっしゃらない層の利用者が少な

いという話がありましたが、駅に返却用ポストは設置していますか。 

 

事務局（嶋田館長）： 中央図書館が開館した昭和６１年に市内の袖ケ浦駅、

長浦駅、横田駅にブックポストを設置しましたが、駅のブックポストの利用が

大変多くポストから溢れでたり、外側から手が届くような状態で返却されたり、

紛失や、休日も職員がポストの回収に行かないといけない等様々な状況になっ

たこともあり、駅にブックポストがあれば便利であることは重々承知しており

ますが、止む無く撤去致しました。 

 

事務局（藤尾館長）： 国鉄からＪＲに変わる際に、無償で駅にポストを設置

してもらうことができなくなったことが、撤去の直接の要因だったと聞いてい

ます。 

 

北原副委員長：資料１４ページのトショロの庭 TeaTimeの内容と、どういった

効果があったかお聞かせください。 

 

事務局（嶋田館長）： 社会教育推進員の企画の中庭活用事業の一環として、

秋のトショロ月間に中庭で様々な事業をということで実施致しました。来館者

へのお茶のサービス、読んで欲しい絵本の読み聞かせ、封筒づくりを行いまし

た。当日はおはなしのへやで紙花教室の開催もあり、それぞれのイベントの参

加者同士での情報交換などもあり、相互に盛り上がったと思います。封筒づく

りでは閲覧室に来ていた中学生男子の参加などいつもと違った風景も見られま

した。参加者は延べ１３２名でした。 

 

武内委員長： 図書館は本を借りるだけの場所でなく、楽しいイベントも多い

ですから周知を図り、沢山の方に利用していただけるようになると良いと思い

ます。他にはございますか。 
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大野委員： ６ページの取り組み内容の中で漫画について触れていますが、資

料選定の基準の中でこれからは漫画も少しは取り入れていくという解釈でよろ

しいでしょうか。また漫画の購入例はありますか。 

 

事務局（小倉班長）： 購入した例は今のところありませんが、サバイバルシ

リーズ等の学習漫画的な資料を昨年度から他市から借用などしていて、利用が

多い資料については、児童担当者が購入について検討していく予定はあります。 

 

白井委員： サバイバルシリーズは子どもたちに大変人気で、取り合いになる

くらいです。 

 

事務局（小倉班長）： １冊だけではいつも書架にないことになってしまうの

で、それについてもどうするのが良いか考えているところです。 

 

鎗田委員： 平川図書館は３階にありますが、平川公民館の１階には普段から

子どもたちが多くいると思います。そういった子どもたちに図書の案内や働き

かけなどはできないでしょうか。 

 

大野委員：確かに迎えを待っている中学生で溢れていることが多いです。 

 

事務局（藤尾館長）： ３階に図書館がありますという掲示はしてあります。 

 

鎗田委員： 図書館の案内だけでなく、本を表紙の写しなどで紹介したり、関

心をもってもらえるようなアピール方法をとってはどうでしょう。 

 

事務局（小堀館長）： 確かに公民館は中学生が多いです。公民館として本を 

置くことも考えたことはありましたが、管理面での問題が色々と出てきました。 

除籍済の資料を置いたり、表紙のコピーなどであれば、検討していけるかもし

れません。 

 

武内委員長： 色々意見がでましたが、それぞれの項目について図書館協議会

としての外部評価に移りたいと思います。 

まずサービス目標（１）の資料及び情報の収集、提供ですが、こちらについて

はいかがでしょうか。市民の登録率の項目で課題となる点はありますが、全体

的な評価としてはＡ評価でよろしいでしょうか。 

 

全員：Ａ評価で良いと思います。異議なし。 

 

武内委員長： それでは図書館協議会としてＡ評価と致します。 
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武内委員長： 続きまして、サービス目標（２）の社会情勢の変化に応じたサ

ービスの充実にですが、こちらについてはいかがでしょうか。 

 

全員： Ａ評価で良いと思います。異議なし。 

 

武内委員長：  モバイル端末対応のサービスの整備や学校との連携など引き

続き継続した対応をしていただければと思います。 

 

武内委員長： 最後にサービス目標（３）の利用者に応じたサービスについて、

こちらはいかがでしょうか。 

 

全員： Ａ評価で良いと思います。異議なし。 

 

武内委員長： それではこちらについても図書館協議会としてはＡ評価としま

す。 

 

事務局（藤尾館長）：外部評価の全体評価、ありがとうございました。本日い

ただいた意見等を「図書館協議会からの意見」の欄にまとめて委員の皆さんに

お送りしますので、確認をお願い致します。不足や解釈の違い等ありましたら、

確認の段階でご指摘頂きたいと思います。 

 

武内委員長：それでは議題２につきましては、以上で終了させて頂きます。 

 

 

議題（３）令和元年度こどもの読書週間記念行事の実施結果について 

事務局（小倉班長）より昨年度までは報告としていたが、今年度より議題とし

て皆さんの意見を伺いたい旨と資料に基づいた実施結果の説明。 

 

武内委員長： 今年度の実施結果を聞いて、来年度に向けて参考意見や要望な

どはありますか。トショロカレンダーを拝見しましたが大変良い出来でした。 

 

光武委員： スタンプラリーの件ですが、平岡だけ台紙の配布数よりプレゼン

トの数の方が多くなっているのは、１人で何回ももらったお子さんがいるとい

うことでしょうか。 

 

事務局（藤尾館長）： 台紙を配布する館とプレゼントを配布する館が一致し

ていない場合もあります。 

 



 13 

事務局（小倉班長）： 台紙は４０個スタンプを押せるようになっているが、

途中の２０個でもプレゼントをもらえるので、配布数とプレゼント数は一致し

ておりません。 

 

大野委員： マグネットなどのプレゼントを作成したのはボランティアですか。 

 

事務局（小倉班長）： 社会教育推進員と職員で作成しました。 

 

大野委員： 参加者も増えており、作成も大変になりますね。 

 

武内委員長： こちらの事業については、来年度以降も是非継続してもらいた

いです。 

他にご意見等がなければ、議題は終了となりますので、事務局へお返しします。 

 

８．報告事項 

（１）令和元年度袖ケ浦市立図書館経営方針及び重点施策について 

（２）袖ケ浦市立図書館協議会先進地視察研修について 

（３）その他 

  ・議会だよりの座談会におはなし会ボランティアが参加 

  ・昭和中学校生徒による児童室での展示 

  ・社会教育推進員による児童室窓への飾りつけ 

 

各報告事項について、事務局より説明する。 

 

９ 閉会のことば 

 

午後４時５分閉会 












































































